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啓発・周知事業の数

　

指標の説明

基本目的　9 行政機能が高くなる

14事業
13事業

15事業
14事業
13事業

任務

（所管課名　総務部総務課）

選挙制度等の啓発を行う

選挙制度の啓発には常時啓発と選挙時啓発があり、
明るい選挙推進協議会が行う常時啓発の事業数を指
標とした。

　 　
　

行動目標　９－２ 公正で効率的な行政運営を行う

○選挙人名簿の閲覧に関する規制が公職選挙法改
正の中で検討されており、これまで明るい選挙推進協
議会の主要な活動であった「はたちのしおり」の配付が
困難になることが考えられる。これに代わる活動方針を
検討していく必要がある。

これからの課題、施策等展開の方向性

これまでの取組と成果、手段の妥当性
平成１６～１７年度

H16実績
H17実績

行政経営戦略プラン現況報告書
平成16～18年度

○平成18年度は、明るい選挙推進協議会の役員改選
を行い、同時に組織を活動しやすいように見直しを行
う。

平成１８年度

○啓発・周知事業は常時啓発として、明るい選挙推進
協議会を中心に概ね毎年13～14事業を行っている。
＜主な常時啓発事業＞
四日市大学祭での啓発、成人式での啓発、各地区の
イベントでの啓発、明推協三泗支会での講演会、議会
傍聴、モデル地区事業、選挙啓発ポスター募集など

○　任務に対する評価

任務の成果・活動指標の推移

H14実績
H15実績

H18目標

啓発・周知事業の数
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